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女
子
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島

淳
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昭
和
二
十
五
年
以
降
、
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
賞
金
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
第
一
回
受
賞
者
に
、
長
く
本
校
に
勤
務
し
た
後
ち
東
京
芸
術
大
学
教

授
と
な
っ
た
小
場
恒
吉
（
本
書
第
二
巻
556
頁
参
照
）
が
選
ば
れ
た
。
授
賞
の
理
由

は
『
日
本
芸
術
院
史
』
（
昭
和
―――
十
八
年
、
日
本
芸
術
院
事
務
局
）
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
文
の
も
と
に
な
っ
た
草
稿
は
本
校
（
藤
田
亮
策
原
案
）
が
作
成
し

た
も
の
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
小
場
の
業
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
既
に

『
小
場
恒
吉
先
生
遺
作
展
』
（
昭
和
三
十
四
年
十
月
、
秋
田
市
美
術
館
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
原
本
を
紹
介
し
て
お
く
。

小
場
恒
吉
氏
の
研
究
は
日
本
文
様
の
時
代
的
特
徴
と
変
遷
を
解
明
し
た
も

の
で
、
こ
の
道
は
学
者
と
同
時
に
技
術
家
で
な
け
れ
ば
能
く
実
体
を
把
握

し
得
な
い
分
野
の
研
究
で
あ
り
ま
す
。

小
場
氏
は
明
治
三
十
四
年
頃
よ
り
現
在
ま
で
約
五
十
年
の
長
年
月
に
亘

り
、
世
間
的
に
は
目
立
た
な
い
極
め
て
困
難
な
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
猶
七
十
有
余
オ
の
老
謳
を
さ
さ
げ
、
寒
暑
を
い
と
わ
ず
営
々
と
し
て
所

期
の
目
的
逹
成
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
研
究
範
囲
は
、
日
本
の
他
に
中
国
及
び
朝
鮮
の
古
墳
な
い
し
古
建
築

の
装
飾
か
ら
、
絵
画
彫
刻
の
絵
文
様
又
は
諸
般
の
古
美
術
工
芸
品
に
現
わ

〔
象
力
〕

れ
た
形
態
、
若
く
は
文
様
な
ど
を
対
照
と
す
る
も
の
で
、
総
て
調
査
は
実

〔
厖
〕

測
に
基
づ
く
誠
に
北
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

恩
賜
賞
の
受
賞
理
由
書

日
本
文
様
の
研
究

⑤
 
小
場
恒
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の
日
本
芸
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院
恩
賜
賞
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賞
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